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社会福祉法人 橋本市社会福祉協議会  
〒648-0072 橋本市東家 1 丁目 3 番１号 
橋本市保健福祉センター2 階 
電話 33-0294 FAX 33-4377 
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夏のボランティア体験 

特定非営利活動法人はしもとおやこＮＰＯでのボランティア体験 

～あいてのことを思うことの大切さに気づく～ 
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心配ごと相談員情報交換会 

～成年後見制度を学ぶ～ 

 

心配ごと相談所では、日頃の相談業務の体制を強

化するため講師を招いて勉強会を行っています。 

今回は、和歌山県社会福祉協議会 成年後見支援

センターから小川さんを講師にお招きして「成年後

見制度」について学びました。 

高齢化社会を迎え、さらに認知症の高齢者が増え

ていきます。また、65歳以上の 5人に 1人は認知

症と言われています。判断能力が不十分な高齢者等

が、安心して地域で生活が送れるような支援が必要

となっていきます。 

今回の学びを、日頃の相談業務へとつないでいき

ながら地域の方々へも伝えていければと思います。 

和歌山県社会福祉協議会 成

年後見支援センターの小川さ

ん。具体的な事例を交えなが

らご講演いただきました。 

 

 

 

 

 

 

熱心に話を聞く相談員から

は、日常関わっているケース

の相談もありました。 

市社会福祉協議会では、夏休み期間を利用して、

住民のみなさんにボランティア活動をより身近に感

じていただくとともに活動するきっかけづくりとし

て、毎年、夏のボランティア体験事業を行っていま

す。受入先として、市内の施設やボランティアグル

ープ・ＮＰＯ法人・サロン等に毎年ご協力いただ

き、多様な体験内容になっています。 

今年の参加人数は、延 185 名で、小学校 1年生

から主婦の方まで幅広く参加していただくことがで

きました。 

 

◆参加した方に聞きました！ 

 

ボランティア活動は、「人と人がどのようにつなが

っているか」「お互いに必要とされ、必要としてい

る」という大切なことを知ることができる場なのか

もしれません。 

ご協力いただきましたみなさんありがとうござい

ました。 

ボランティア体験・交流からの学びと気づき 
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善意のお気持ち 
市社会福祉協議会では、市民のみなさまからの「地域

のために使ってほしい」という思いのこもった金銭や物

品等をお預かりして、地域福祉のために大切に使ってい

ます。みなさまのあたたかい善意をお待ちしています。 

【遺志金】                                    

・山本 良直 様（恋野）     ３０，０００円 
         亡父 山本 雅己様の遺志として 
 
・中西 貴裕 様（岸上）     ５０，０００円 
         亡父 中西 征二様の遺志として 
 
・児玉 光司 様（紀の川市粉河） １０，０００円 
         義おば 軒 花子様の遺志として 

 

【一般寄付】                                    

・橋本市高野口赤十字奉仕団 様  ５８，２１４円 

・匿名 様             ３，５９７円 

 

【寄贈品】                                     

・匿名 様                おむつ 

 

 

 

梅本麻衣／木全満知子／西山恵子 

恋野区５班サロンひばり山／医療法人敬英会グリーンガ

ーデン橋本／日本郵趣協会橋本支部／ふれあいサロンも

ちの木会／げんきらりー城山台教室／たばこ組合橋本支

部／開発電子技術株式会社関西支店計画業務 G／紀和産

業協業組合／老人クラブ名古曽幸伸会／三石小学校／橋

本市障害児者父母の会／悠久の杜保護者会／恋野区１１

班サロンびわのこ／（株）リビングセンター長野 

 

 

 

 

 

 

 

使用済み切手・書き損じはがき等をいただきました 

令和元年度日本赤十字社活動資金のお礼 

日本赤十字社和歌山県支部橋本市支会では、毎年 5 月を赤十字運動月間として市内

の各区長・自治会長の協力を得て日本赤十字社の活動資金を募集しましたところ、下記

のとおり市民のみなさまよりご協力をいただくことが出来ました。 

お寄せいただきました活動資金につきましては、日本赤十字社和歌山県支部へ送金

し、その後は日本赤十字社の活動資金として、自然災害などにおける災害救護活動、国

際活動のほか、医療活動や看護師の養成、救急法講習会の普及などのために使用させて

いただきます。皆様のご厚志に心から感謝申し上げます。 

活動資金協力額 4,261,196 円（令和元年 7 月末現在） 

～社会福祉協議会からのお知らせ～ 

 

 

 

○職種   登録ヘルパー 

○雇用形態 登録 

○仕事内容 (生活支援)調理、掃除、買い物等 

(身体介護)食事、入浴介助、清拭 

○給与等  (生活支援)時給 1,000 円～ 

(身体介護)時給 1,400 円～ 

○要資格  普通自動車第１種免許及び次のいずれか。 

・ホームヘルパー2 級 

・介護職員初任者研修修了者 

・介護福祉士 

○応募期間 随時 

○申込方法 「介護職員採用申込書（履歴書）」を提

出してください。市社会福祉協議会で

配布します。 

 

お問い合せ 市社会福祉協議会 担当：辻脇 

電話 33-0294 FAX33-4377 

社会福祉協議会の介護職員募集 

福祉のしごと就職相談会 

日時 ９月６日（金）１３:００～１４:３０ 

（受付開始１２:４５） 

場所 和歌山市民会館１階市民ホール 

（和歌山県和歌山市伝法橋南ノ丁 7 番地） 

○求人募集中の事業所の業務内容や職場の雰囲気な

ど、直接聞くことが出来ます。 

○申込み・履歴書は不要です。 

〇入場無料、服装、入退場は自由。 

○参加者に粗品進呈！ 

◆お問い合せ 

和歌山県福祉人材センター「ハートワーク」 

電話０７３－４３５－５２１１ 

 

福祉のしごとに興味・関心のある方はどなたでも

参加していただけます。 

 

 

（敬称略） 
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この広報は、みなさまにご協力いただいた社協協力金・赤い羽根共同募金により発行しています。 

 

社会福祉法人 橋本市社会福祉協議会 橋本市社協 
社協ホームページ 

  社協の相談事業 

相談予定カレンダー 
◎心配ごと相談 

9 月 2 日（月）6 日（金）17 日（火） 

13:00～16:00 

日常生活の悩みごとや心配ごと。 

◎福祉防災相談 
9 月 5 日（木）13:00～16:00 

 地震に備えて…。防災出前講座も OK！ 

◎まちの法律家なんでも相談 
9 月 19 日（木）13:00～16:00 

相続・遺言・成年後見制度など 

 ※要要約（先着 4 名まで） 

◎福祉なんでも相談 
 （月）～（金）9:00～17:00 

 生活課題など 

◎生活福祉資金貸付相談 
 （月）～（金）9:00～17:00 

 失業による生活再建、入学・就学費など 

◎介護相談 
 （月）～（金）9:00～17:00 

 介護に関すること 

 
※相談場所はいずれも橋本市保健福祉センター。 
（心配ごと相談は金曜日のみ高野口地区公民館） 
※相談に関する問い合せ先は、市社会福祉協議会   
 電話３３－０２９４まで。 

 

●救急医療情報キット「あんしんカプセル」 
あんしんカプセルは、自宅で急に体調が悪くな

るなど、救急搬送時に必要な「持病」「医療情報」

「緊急時連絡先」などの情報を記したカードをカ

プセルに入れ冷蔵庫に保管、救急隊員から医師に

必要な情報を伝え、迅速な治療に役立てます。 

＊カプセルはペットボトル 

（５００ml）程度の大きさ 

＊お一人様につき１セット 

（カプセル、情報カード等） 

もしもの時のお助けアイテム 

●私の想いノート「エンディングノート」 
「いざという時」に、あなたの大切な人へあな

たの「想い」（思い）を伝えます。「もしもの時」

に役立つよう、自分の大切な情報を記録しておき

ましょう。内容は、私のプロフィール（預貯金・

保険・年金等）、病気（告知・延命治療）、介護が

必要になった時、葬儀、お墓等です。 

＊ノートは 

B５版５２ページ 

＊お一人様１冊 

無料 
配布 

日常生活を支える車椅子や福祉車両の貸し出しを行っています 

  車椅子 

市内在住の方で、一時的に車椅子を必

要とする方で、利用期間は原則２週間

程度もしくは１か月以内です。 

費用は無料です。 

 

      福祉車両 

市内在住の障がい者、高齢者、歩行が

困難で車椅子を利用されている方で、 

原則３日以内が利用期間です。費用は

無料です（使用燃料のみ自己負担）。 

 

※いずれも利用前にお電話で空き状況

等をご確認ください。 

電話３３－０２９４ 


